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西洋の製本の歴史と研究動向  
日本の大学図書館が所蔵する資料の取り扱いの理解にむけて  
 
安  形  麻  理  
 
 
1. 製本研究の意義 
（1）製本研究の動向 
製本とは、印刷された（書かれた）本文紙を
一定の順序に重ねて綴じ、表紙を付けて保護す
ることである。一時的な保護もあれば長期的な
保存を目的とする場合もある。その素材や技法
は時代や場所により様々な発展を遂げてきたが、
機能性と装飾性という二つの面を持つことは変
わらない。 
私たちが見慣れている現代の本は洋式の製本
で、出版社が本の内容に合わせてデザインした
装丁で書店に並ぶ。表紙と背には標題や著者名
が記され、どこで購入しても見た目は変わらな
い。しかし、これは 19 世紀以降と比較的最近の
ことであり、それ以前の本は通常は未製本シー
トや仮綴じの状態で流通していた。 
西洋の書誌学において、製本はかつて印刷史
や出版史に比べて周辺的なものとみなされるこ
ともあったが、本の流通や受容に焦点を当てる
近年の動向の中で、より重視されるようになっ
てきた。本の物理的な形態が読者による受容に
影響を与えること、同時代の製本や後世の再製
本を含むそれぞれの現存本に固有の特徴が、読
者について、また読者のその本に対する評価に
ついて知る手がかりを与えてくれることが次第
に認識されるようになったからである。 
たとえば、西洋最初の活版印刷本であるグー
テンベルク聖書は、48 部の現存本のうち 10 部
が 15 世紀の製本を残しており、うち 3 部が印刷
地であるマインツで製本されたと推定されるが、
いずれも少しずつ異なっている。現存本の半数
以上が、愛書家の世紀と呼ばれる 18 世紀とそれ
に続く 19 世紀に再製本されたものである。経年
劣化による再製本もあったと思われるが、再製
本の美しさには、初期の印刷本を「インキュナ
ブラ」として格別な関心の対象とするようにな
っていた事情も反映されていると考えられる。 
西洋の製本について書かれた文献は多く、
1987年に編まれた書誌には 1985年までの 8,033
件の文献が収録されている1)。19 世紀末のイギ
リスで書誌学会（Bibliographical Society）が成
立した頃からは、審美的な関心にとどまらず、
歴史的な手がかりとしての製本に対する書誌学
的な関心が高まり、表紙のデザインや装飾に使
われるツールの研究が進み、製本された時代や
地域の推定や、優れた工房や職人の同定が可能
になっていった。次第に製本という観点からの
体系的な収集の必要性が意識され、コレクショ
ンの形成が始まった。近年は製本に特化したデ
ータベースも充実しつつある。たとえば、現在
も構築が続く英国図書館の製本データベースに
は、15 世紀から 20 世紀の実例が画像つきで掲
載されている2)。プリンストン大学図書館が簡
素なものから豪華なものまでの 211点を 26カテ
ゴリー（イタリア、フランスなどの地域や、技
法上の特徴など）に分けて示した展示会のオン
ライン版も貴重な情報源である3)。 
ただし、フット（Mirjam M. Foot）は、従来の
研究の主たる対象は王侯貴族が所蔵する美しく
華麗な装飾であったこと、つまり製本された本
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全体の限られた一部にすぎないことを指摘し、
ありふれた製本や構造そのものにも注意を向け
る必要性を指摘している4)。 
ピアソン（David Pearson）も、モノとしての
本を考えるうえで製本の全体像を把握すること
の重要性を論じている。彼は手引き印刷機時代
のイギリスの製本スタイルと歴史を技術面に重
点をおいて論じた著書 English Bookbinding 
Styles 1450-1800 の中で、美しい装飾のみならず
廉価で一時的な製本について 1 章を割いてい
る 5)。 
日本の図書館に所蔵されている洋古書は、華
麗な装飾を施された製本というより、内容に重
きを置いて収集されたものが主であると考えら
れる。とはいえ、重厚な総革装本から 18 世紀の
仮綴じの政治パンフレット類、あるいはそれを
まとめて製本したものなど様々であろう。 
製本の素材や構造を歴史的文脈に位置付けて
理解することは、洋古書を適切に管理し、劣化
の状況を見極めて修復し、閲覧環境と道具を整
えて利用に供し、保存するうえで重要である6)。
さらに、明治期の日本には西洋の本とその製本
術が積極的に導入され、日本で制作される本の
形に短期間のうちに大きな変化をもたらしたこ
とから、日本における洋式製本の初期の試行錯
誤についても理解しておく必要がある。 
 
（2）読むための本と書くための本の製本 
ここで一点確認しておく。一般に本というと、
たとえ通読はせずとも、読むために印刷された
（あるいは書かれた）本を指す。他方、会計帳簿
や台帳、日記帳など、白紙を束ねた「書くため
の本」も多様な用途で制作され、中世以来、製
本業の大きな一角を占めてきた。前者は特に区
別する場合には印刷本の製本 letter press binding、
後者は帳簿製本 account book binding または 
stationary binding と呼ばれる。 
帳簿製本は古くは vellum binding といった7)。
イギリスで帳簿製本に携わる職人の同業者組合
が 1823 年に作られた際には、vellum binders’ 
(account book) society という名称であった8)。た
だし、綴じの支持体に羊皮紙を使い、印刷本の
表装材としては羊皮紙が廃れた後も 18 世紀ま
で羊皮紙を使うのが標準的ではあったものの、
帳簿製本の表装材は羊皮紙とは限らない。20 世
紀以降の文献では、vellum binding とは表紙に羊
皮紙を用いた羊皮紙装一般を指すことが多いた
め、注意が必要である。 
書誌学的な観点から製本について述べる際に
は letter press bindingのみを対象とすることが一
般的であるが、製本のマニュアルでは二種類の
製本がそれぞれ扱われることが多い。 
帳簿製本は、図書館資料としては相対的に所
蔵が少なく、文書館や博物館の方に多いと思わ
れる。そこで、帳簿製本については、森脇優紀
の論考9)や前述の製本マニュアルに譲り、本稿
では主に読むための本の製本について述べる。 
本稿では、日本の大学図書館における洋古書
と洋式製本を適切に取り扱うためのよりよい理
解に向けて、西洋における製本の概略をまとめ
た10)。2 章では西洋の基本的な製本の工程、製
本のタイミングと主体、製本様式と本の収納方
法との関係、製本師の記録、3 章では日本への
洋式製本の導入について簡潔に述べた。 
 
2. 製本の流れ 
（1）基本的な製本の工程 
産業革命以前、つまり、国によって多少の違
いはあるものの 1830 年代前後までは、印刷も製
本も職人の手作業であった。こうした手かがり
の伝統的な製本やその技術は、フランス語でル
リユール（reliure）とも呼ばれる。 
国や地域により、デザインのみならず、製本
の構造や作業工程さえも少しずつ異なっていた
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ことが近年明らかになりつつある。とはいえ、
伝統的な綴じ付け製本の基本的な工程は共通し
ているので、ここで簡単にまとめる。綴じ付け
製本とは、本文紙を糸で綴じるときの支持体を
表紙につけることで本文紙と表紙を一体化する
伝統的な手法である。文字による説明には限界
があるため、製本技法の解説書である『西洋製
本図鑑』11)掲載のカラー写真や、前述のピアソ
ンによる著書の図版も参照されたい。 
まず、本文紙を判型（format）に応じて正し
く折り、折丁（gathering, quire）とし、丁合を確
認する。差し替え紙や本文とは別に刷られる銅
版画などを正しい位置に挿入する。 
折丁を数丁ずつハンマーで叩いて平らにする。 
折丁の背（spine, back）を革や麻紐を支持体
として針と糸でかがる。中世以来、手引き印刷
機時代を通じて flexible sewing と呼ばれるかが
り方が一般的であった（図 1）。16 世紀までは、
通常この段階で花布（はなぎれ：headband）を
つけた。かがった場所は盛り上がり、背バンド
となるが、18 世紀後半のイギリスでは盛り上が
らない方法が考案され、流行した。 
 
図 1 綴じ（flexible sewing） 
出典：Zaehnsdorf, Joseph W. The art of book-
binding: A practical treatise. London, G.Bell and 
sons, 1925, p. 27. 
 
本の前と後ろには紙や革の見返し（endpaper, 
endleaves）を付ける。見返しは表紙の開閉によ
る負荷の緩衝、汚れ防止や装飾の役割を持つ。
独立した折丁を本文の折丁と共に綴じ表紙の内
側の表面にのり付けする「綴じ見返し」、巻頭と
巻末の丁それぞれに二つ折りにした見返しをノ
ドで貼り付ける「貼り見返し」、二つ折りにした
見返しを本文の折丁に巻いて綴じた「巻き見返
し」の三種類を基本に、色々な組み合わせやヴ
ァリエーションがある。それぞれ負荷の吸収の
度合いが異なるため、綴じ見返しをもつ本の綴
じや背の構造を変えずに、修理の際に貼り見返
しに替えてしまうことにより、本文紙の破損を
招くことがある12)。見返しと対になった紙は遊
び紙（free-endpaper）と呼ばれる。17 世紀後半
からは大理石模様の紙（マーブル紙）を使うこ
とが多い。さらに遊び紙（fly-leaf）という白葉
紙（binder’s blank）を入れる場合もある。見返
しや遊び紙は、通常は印刷者が印刷した本の一
部ではなく、製本業者に由来するものなので、
記述書誌においては記述の対象外となる。 
本の背に丸みを出し、耳を作る。 
厚表紙（board）に、かがり糸の端をつける。
厚表紙の素材は、15 世紀後半まで（大型本では
16 世紀末まで）樫などの堅い木が使われたが、
やがて紙をはりあわせたもの（pasteboard）にな
り、18 世紀には厚い板紙（millboard）になる。 
ページの天あるいは三方の端を切り落とし
（化粧裁ち）、小口を装飾することもある。 
背の上下（天地）に花布を接着する。 
厚表紙を革で覆う。その際、不要な羊皮紙や
紙を補強材として背の部分に入れることがあり、
後世に貴重な発見につながることもある。手引
き印刷機時代は、表紙と折丁の背を密着させる
が柔軟性はある軟背（flexible back）が標準的で
あった。現在のハードカバーで一般的な腔背（ホ
ローバック：hollow back）は、フランスでは 18
世紀後半、イギリスでは 19 世紀初頭に登場した
もので、19 世紀以降に一般的になった。 
表紙（表表紙と裏表紙：upper cover & lower 
cover）に装飾を施す。模様を彫り込んだ金属製
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（通常は真鍮）の道具を熱し、革にあて型押しす
る。古くは空押し（blind）であったが、やがて
金箔を施すようになる。型押し輪機、筋車、い
ちょう、文字や模様など多くの種類がある。通
常は装飾と本文の内容は関係がなく、装飾は地
域や時代、工房の特定の手がかりとなる。 
 
（2）製本のタイミングと主体 
ここでは、製本が造本工程のどのタイミング
で誰により行われるかという観点から説明する。 
写本は基本的に注文生産であったため、注文
者の予算と好みに応じ、製本工によって個別に
製本された。宝石をあしらった豪華な表紙、フ
ランス王室メンバーのために作られた百合の形
の写本、携帯に便利なガードルブックなど、読
者に合わせて工夫できた。 
印刷本の時代になっても、それは変わらなか
った。本は印刷済みの未製本シートあるいは仮
綴じの状態で流通し、読者は購入後に職人に予
算や好みに応じて製本させた。印刷所が製本所
を兼ねることもあったが、製本は通常は印刷そ
のものとは切り離された工程であった。製本は
手作業であったため数をこなしても単価は安く
ならなかったこと、地方の書店にとっては未製
本の折丁のまま輸送する方が安かったことによ
る。また、イギリスでは 1534 年の法律で製本済
みの本の輸入と外国人による卸売り以外の書籍
販売が禁止されていた。 
しかし、すべての手かがり製本が注文による
製本であったわけではない。予め製本され販売
されたものには以下の類型がある。注文による
個別の製本と既成の製本は、見た目で必ずしも
区別できるとは限らない。 
小売り製本（trade binding）とは、小売書籍商
や卸売り業者あるいは出版者が販売前に製本し
たものを指す。様式は様々で、一般化は困難だ
が、文字や模様のない簡素な装丁が多いとされ
る。16・17 世紀にはしなやかな羊皮紙（ limp 
vellum）・羊革・子牛革、18 世紀には子牛革が
一般的に使われた。18 世紀中頃まで通常の小売
り製本では、高価なもの以外、背にタイトルの
文字は入らないのが普通であったが、その後の
所有者が、識別、見栄え、統一性への情熱など
から、製本された本の背に箔押しなどの装飾を
付け加えたりすることも珍しくなかった。小売
り製本に関する近年の研究の進展により、販売
前に製本されていた本の割合は従来考えられて
いたよりも高いこと、必ずしも簡素な装丁とは
限らないことが明らかになりつつある。 
卸売り製本（wholesaler’s binding）は、卸売り
業者が、未製本の折丁の状態で本を仕入れ、出
版者とは無関係に大量に製本したものである。 
版元製本あるいは数物製本（edition binding、 
publisher’s binding）は、現代のように出版者の、
または卸売り業者の注文と負担によって行われ
る製本である。ほとんどが表紙と中身を別々に
大量に作って後から接着する「くるみ製本（case 
binding）」である。背はホローバックが多く、
見返しは貼り見返しか巻き見返しが一般的であ
る。くるみ製本は 1820 年頃、手引き印刷機時代
の末期に始まる。初期は簡素なものだったが、
装飾パネルや浮き彫りを機械で施すことが可能
になり、趣向を凝らしたものが登場する。1840
年代のイギリスでは装飾性の高いギフトブック
が流行した。たとえば、図 2 は筆者架蔵の版元
製本の例である。パネル装飾と金文字が入れら
れ、三方金に浮き出し模様が付けられた小口、
ホローバックで、負荷がかかるジョイント部分
は破れかかっている。 
1850 年以降は版元製本が一般的になる。同時
期に、英語圏で出版されるほとんどの本の表紙
の素材は、従来の革にかわり、扱いやすく紙よ
りも耐久性がある出版者製本用クロス装
（(publisher’s) cloth）となった。 
5
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やがて装丁デザイナーも現れ、1870 年代から
80 年代にかけてはジャポニズムの影響、90 年代
からはアーツ・アンド・クラフト運動やアール・
ヌーヴォーの影響も見られた。 
 
（3）製本様式と本の収納方法 
製本様式と本の置き方には密接な関係がある。
ヘンリー・ペトロスキーの『本棚の歴史』はそ
れに着目した好著である13)。 
中世の個人所有者・修道院図書室は、蔵書が
少なければ本を鍵のかかる収納箱（book chest）
の中に入れるか、机の上に積み上げていた。 
蔵書の数が多い場合は、部屋の周囲に作った
傾斜した棚の上に表紙を見せて立てかける。そ
のため、凝ったデザインの表紙や、革を保護す
るための金属の鋲（boss）がつけられる。 
活版印刷術の発明により蔵書の数が増えてい
った結果として、15 世紀末頃からは、書架に前
小口を見せるようにして直立させて並べること
が増えていった。しばしば本のタイトルが前小
口にインクで書かれたのは、そのためである。
フランスとイタリアでは最初から背を見せるよ
うに並べていたらしく、上等な製本の背に箔押
しの装飾が見られる。イギリスでは、17 世紀の
間に、小口ではなく背を外側に向けて並べる方
式が次第に普及していった。 
盗難防止のために鎖付き図書（chained book）
に仕立てられることもあった。後年、鎖や留め
金、鋲などを表紙から外し、本棚に並べられる
ように改装した痕跡を示す本も残っており、本
の置き方の変化を見て取ることができる。 
書店や個人の蔵書でも、18 世紀になると背を
見せて並べることが一般的になっていった。そ
こで、識別のため、背には著者名、タイトル、
巻数などを背に直接、あるいは革などのラベル
に施し貼り付けるようになった。 
 
（4）製本師の記録 
12 世紀に世俗的な本の流通が始まると世俗
的な製本職人が現れた。徒弟から始め、職人と
なってギルドへ加盟するという流れはヨーロッ
パにおいてほぼ共通だったと考えられる。しか
し、製本術の記録や手引書などの文字資料は、
同じく本に関わる職人である印刷工や活字鋳造
工に比べても少ない。 
イギリスには独立した組合はなく、Stationers’ 
company の一部であり、地位も賃金もあまり高
くなかったようである。製本工房の様子を描い
た 16 世紀から 18 世紀頃の資料からは、2 人か
ら 8 人ほどの職人が 1、2 部屋で様々な作業に従
事していた様子をうかがうことができる14)。 
フランスでは 1686 年のルイ 14 世の王令によ
り、製本職人・箔押し職人と書籍商・印刷業者
の組合が分割され、書店は製本業を兼ねること
ができなくなり、紙か羊皮紙で包んだ仮綴本を
製本することのみが許可された。この組合規則
は 1750 年も引き継がれ、書籍商、印刷業者、製
紙業者の製本と箔押しの作業の禁止が明記され
た。もっとも実際には必ずしもすべての規定が
守られたわけではないようである。とはいえ、
図 2 版元製本の例 
John Bunyan. The Pilgrim's Progress: In Two Parts. 
London, Henry G. Bohn, 1856. 
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製本職人のみがルリユール（手かがり製本）を
許されたことが、読者が仮綴本（フランス装）
を購入した後に好みに応じて職人に製本しても
らうという、フランス独特の読書文化を育んだ
といわれている15)。 
18 世紀のフランスでは、ディドロ・ダランベ
ール編纂の『百科全書』に製本術に関する項目
が 120 項目収録され、王立アカデミーが編纂し
た『技芸の詳述』にも製本職人が描かれている。
製本に関する手引書も出版されるようになった。 
19 世紀になると、製本職人が自分の名前や住
所を記した小さな製本者票（binder’s ticket）を
本につける例が出てきた。 
 
（5）19 世紀後半の洋式製本 
ここまでで見てきたように、西洋では、産業
革命を経た 19 世紀後半には、活字鋳造や印刷は
機械化されており、個別注文の製本も残るとは
いえ、版元製本が普及し、製本様式もクロス装
のくるみ製本が一般的となっていた。日本に洋
式製本が伝わったのは、こうした時期であった。 
そのため、明治期の製本は工具による手作業
ではあったものの、西洋の伝統的な綴じ付け製
本が広く根付くことにはならず、版元製本が主
流であり、また手かがりでもくるみ製本が行わ
れた。 
 
3. 日本における洋式製本の黎明期 
（1）和装から洋装への移行 
明治期の日本は洋書を輸入するとともに、洋
式の印刷・製本技術を導入した。それまでの木
版の製版印刷に替わり、西洋式の活版印刷術が
導入され、徐々に普及した。当初は和紙に活版
印刷して和綴じにした和装本の形を取り、やが
て洋式製本術が採用されていった。西洋と同様、
製本についての記録資料は少ない。しかし、20
世紀末からの研究の進展により、和装本から洋
装本への移行は具体的に明らかになりつつある。 
石井研堂の『明治事物起原』には、安政年間
（1854-1860 年）に江戸日本橋に住む藤右衛門が
蕃書取調所（東京大学の前身）の原田一道の洋
書を借り、それを解体して調べることで洋式製
本を学んだとの記述がある16)。しかし、これに
ついての詳細は不明である。蕃書取調所の後身
である開成所からは、慶応 2（1866）年に『英
吉利英語篇』などが洋装本として出版されてい
る。 
牧野正久は、内務省が明治 9（1876）年から
刊行していた『版権書目』の記載中に「西洋形」
という判型があることに着目した17)。そして、
内務省統計に見られる納本資料の半数以下しか
収録してはいないものの、記述が詳細な『国立
国会図書館蔵書目録：明治期』を用いて、経済、
物理、天文の三分野および暦書における和装本、
洋装本（活字印刷の普通書）、欧文書の刊行数の
推移を調査した。その結果、和装本は明治 18
（1885）年を境に減少し、一方の洋装本は明治
10（1877）年頃に登場し、明治 20（1887）年以
後に主流となったことを明らかにした。ただし、
暦書は明治末期までほとんどが和装本のままで
あり、分野により大きな違いがあることを示し
た。また、欧文書は少数ながら早い時期から刊
行され、特に明治 17（1884）年以降はほぼ毎年
刊行されており、洋装本だったと考えられる18)。 
大沼宜規は、牧野と同じ明治期の目録を用い、
分野を限定せずに総体としての和装本と洋装本
の比率を調査した。洋装本の導入は明治 10 年代
に進み、明治 19（1886）年には和装本より多く
なり、明治 20（1887）年以降は刊行の割合は高
まるという結果であり、牧野の調査結果と一致
した。ただし、分野によっても異なり、社会科
学分野や自然科学・産業分野では洋装本への変
化が速いこと、宗教的・倫理的分野や芸術・趣
味的分野、日本人の伝記などでは明治末まで和
7
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装本が用いられ続けたことを示した19)。 
引野亨輔は読者対象が限定される宗教書に着
目し、明治期に出版された仏教書を対象に、江
戸と京都における木版・活版、和装・洋装の割
合を調査した。その結果、東京の仏教系出版社
は木版・和装による出版を続けた出版社と活
版・洋装を導入する出版社に分かれ、明治 16
年から 20 年には活版が木版を凌駕するが、洋装
本が主流になるのはやや遅れた明治 21 年から
25 年であった。一方、京都では修行中の僧侶を
読者として木版・和装の組み合わせによる刊行
を続け、活版・洋装の方が多くなるのは明治 20
年代後半以降であったことを示した20)。 
遠藤律子らは、文献およびいくつかの典型例
の調査に基づき、明治 20（1887）年までの和装
本が主流の時期、明治 20 年代の和装本と洋装本
の折衷が生まれた時期、明治 30（1897）年以降
の洋装本に移行した時期に三区分できるとし
た 21)。 
白戸満喜子は本に使われている紙に着目し、
『当世書生気質』の明治 18 年から 30 年にかけて
出版された 6 版を対象とした料紙観察から、和
紙・和装、和紙あるいは和紙に近い紙・洋装、
洋紙・洋装という三つの組み合わせがあること
を示し、洋装への移行が洋紙の普及と密接な関
係を持っていることを示した22)。 
洋紙の生産は明治 7（1874）年に始まり、長
い歴史をもつ和紙や良質で安価な輸入洋紙の存
在からすぐに普及するには至らなかったが、次
第に拡大を続け、明治 30（1897）年過ぎには和
紙の生産量を凌駕した。明治 36（1903）年には
教科書の紙が和紙から洋紙に切り替えられた23)。 
こうした一連の研究からは、洋装本は活版印
刷の導入に遅れ明治 10 年頃から刊行され始め
たこと、分野により多少の時期の違いはあるも
のの、明治 20 年頃から洋装本の刊行数が和装本
よりも多くなっていったこと、明治期末には洋
装本が主流となっていたことがわかる。 
 
（2）ボール表紙本 
洋装本といっても一様ではなく、本格的な総
革装からボール表紙本まで様々である。ボール
表紙本とは、本文にボール紙（張子紙を使うこ
ともあった）の表紙を付け、折丁を平綴じし、
背をクロス（リボン）貼りにした簡易な製本様
式である。当時の欧米で語学の教科書などによ
く見られた製本を日本でも模倣したと考えられ
る。この種の洋装本は南京綴じとも呼ばれた24)。 
岩切信一郎は、日本近代文芸書、特に四六判
サイズの小説本の洋装本化についての試論にお
いて、いわば疑似洋装本というべきボール表紙
本と、紙装のくるみ製本の登場と定着という二
つの段階があると指摘した25)。江戸時代の小説
の代表的な様式であった合巻が、明治 10 年代中
頃から後半にかけて紙型鉛版を用いた活版印刷
による本文を和綴じにしたものになった（東京
式合巻とも呼ばれる）。明治 16（1883）年頃に
は活版印刷の本文をもつボール表紙本の文芸書
が急増し、明治 20 年代初期まで流行する。片面
印刷で和装本のように袋綴じされたものもあっ
た。同じ作品が和装本とボール表紙本の両方で
刊行される場合は、舶来のボール紙と背クロス
を用いるボール表紙本の方が高価であった。明
治 20（1887）年以降に文芸書の主流となるのは、
活版印刷の本文に、折丁の背を簡単にのり付け
し、表表紙・背・裏表紙を一枚の紙でくるむ、
手間や費用を抑えた紙装のくるみ製本である。
後に、総クロスの表紙や革装、丸背など、くる
み製本ながら、より欧米の本格的な洋装本に近
づいていった。 
ボール表紙本は書店の目録や出版広告で洋装
と表記されている場合がある。前節に挙げた先
行研究が情報源とした目録などで洋装とされて
いるものには、ボール表紙本が相当数含まれて
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いると考えられる。 
今野真二は、明治 11 年から 15 年くらいまで
のボール紙表紙本は、官製の法や条例、その注
解などの非文学作品が主であること、本文が銅
版印刷の場合もあること、表紙デザインも簡素
であることからすると、実用的で費用をかけな
い印刷物の製本方式であった可能性を指摘した。
その時期に出版された翻訳文学『花柳春話』が
よく売れたことから、明治 10 年代後半に美しく
デザインされたボール表紙の文芸書の出版が盛
んになったと推測している26)。 
こうした簡易な洋装本であるボール表紙本の
製本様式は、必ずしも一様ではない。木戸雄一
は、綴じ方、表紙および背の材質、背の形状を
調べることで、その多様性を示した27) 
図 3 に示した明治 9（1876）年に出版された
『改訂 兵要日本地理小誌』は、本文が銅版の片
面印刷の袋綴じ、三つ目綴じ、ボール紙表紙の
洋装本であり、背と角に革を使う半革装（角革
装）である。マーブル紙の貼り見返しで、ジョ
イント部に負荷がかかるため、前見返しの一部
は破れている。明治 10 年代前半には、辞書など
も和装と洋装の両方が同時に出版されることが
あった。 
 
（3）洋式製本に携わる職人 
日本への洋式製本の導入は、明治 6（1873）
年に印書局（後に紙幣寮活版局、現在の国立印
刷局）に雇われたカナダ人パターソン（W.F. 
Paterson）によるとされている。彼が水野欽次郎
や徳屋敬忠、上原金次郎などの日本人に洋式製
本技術、特に革を使った諸製本（もろせいほん: 
注文に応じて行う製本）と罫引など帳簿製本に
関わる技術を教授し、製本の雛形を作ったり、
マニュアル（製本術伝習順序）を定めた。後者
の帳簿製本の流れは、パターソンの弟子が帳簿
製本業に携わったことからも推測できる。官の
主導で導入、採用されていった。前者は紙幣寮
から刊行され総革で製本されている実例に見ら
れる。ただし、洋式製本を専門とする民間の製
本所は明治 6 年頃に現れたとされるが、パター
ソンとの直接的な関わりは薄いと考えられる28)。 
図 4 は、印書局刊
行の『仏蘭西法律書』
（下：訴訟法、商法、
治罪法、刑法）で、
総革装の洋式製本で
ある。貼り見返し、
飾りバンド , 背には
タイトル等を金箔押
しした革が貼りつけ
られた、くるみ製本
である29)。同じタイ
トルは和装本として
も刊行されている。 
大正 10（1921）年頃に製本機械が導入される
以前は、洋式製本も職人による手作業で行われ
ていた。日本においても、製本職人については
和装、洋装を問わず、記録資料が残りにくい。
図 4 総革装の翻訳局訳述
『仏蘭西法律書』（下） 
（印書局, 明治 8 年） 
図 3 中根淑. 『改訂 兵要日本地理小誌』 
（東京, 小林新兵衛. 明治 9 年）. 外観と前見返し 
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数少ない製本職人の談話として、和装本の職人
の中から、洋式製本の技術を身につけ転身した
者もいると推察されている。 
鈴木俊幸は、明治期の製本師が自分が製本し
た和装本・洋装本に印を捺した例を指摘し、製
本印と呼んでいる。印の場所は、巻末の刊記部
分、綴じ目の欄外の下の方が多く、下綴じした
後に押されたものと考えられる。洋装本として
は明治 17（1884）年出版の後表紙見返しに丸善
製本所の製本師、岡村甲介と印刷された紙片が
貼られていることが紹介されている。製本印に
ついては、今後の解明が待たれる30)。 
 
4. 終わりに 
本稿では、西洋における製本について概略を
述べた。また、西洋においてそれぞれの用途に
合わせて発展してきた letter press binding と
stationary binding が、日本にも二つの流れとし
てそれぞれ導入され、独自の工夫を加えつつ発
展したことを確認した。 
適切な資料保存を行うためには、個々の資料
の物理的な製本構造を理解することが重要であ
る。また、すでに修復や改装がなされている場
合は、どのような修復が行われたかを把握し、
さらにそれが劣化した場合にはできるだけ原形
に戻すことができるよう、元の製本構造を推測
する必要がある。それにより、その本の受容に
ついての手がかりを得られる可能性がある。東
京大学および一橋大学が所蔵する洋古書の修復
の調査については、続く 3 編を参照されたい。 
製本は印刷、製紙の技術、読書様式や読者層
と密接な関係をもっている。製本職人による文
字記録が少ないことから、残された本そのもの
の調査を続けることで、製本について一層の解
明が進むものと期待される。 
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【附記】本稿は科研費 16K12543 による研究成果の一
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